
周産期医療関係調査要領 
 

１ 目的 

愛媛県における周産期医療について、新生児医療、産科医療及び医療施設等の状況

の実態把握を行うことにより、周産期医療体制を検討するための基礎資料とする。 

 

２ 対象 

（１）総合・地域周産期母子医療センター、 

産科・小児科併設（分娩取扱あり）医療機関   8か所 

（２）産科（分娩取扱あり）医療機関（助産所含む） 15か所 

（３）産科（分娩取扱なし）医療機関（助産所含む） 19か所 

 

３ 方法 

県医師会・産婦人科医会等の協力を得て、調査票を郵送・E メールにて配布し、原

則 Eメールにて回収する（やむを得ない場合は郵送等も可。）。 

 

４ 調査期間 

令和８年 10月 20日（火）～令和８年 11月 27日（金） 

 

５ 調査内容 

【対象（１）】 

（１）新生児医療調査 

  ・入院統計（病的新生児入院数、低出生体重児等） 

（２）産科医療調査 

  ・入院統計（分娩数、妊産婦死亡数等）、疾患別内訳（切迫早産、多胎妊娠等）、

メンタルヘルスの介入が必要と考えられる妊産婦の状況 

（３）医療施設等調査 

  ・新生児医療施設の状況、産科医療施設の状況、医療連携の状況 

【対象（２）】 

（１）産科医療調査 

  ・入院統計（分娩数、妊産婦死亡数等）、疾患別内訳（切迫早産、多胎妊娠等）、

メンタルヘルスの介入が必要と考えられる妊産婦の状況 

（２）医療施設等調査 

  ・新生児医療施設の状況、産科医療施設の状況、医療連携の状況 

【対象（３）】 

（１）産科医療調査 

  ・診療統計（ハイリスク妊婦数等）、疾患別内訳（切迫早産、多胎妊娠等）、 

メンタルヘルスの介入が必要と考えられる妊産婦の状況 

（２）医療施設等調査 

  ・産科医療施設の状況、医療連携の状況 

 

６ 調査対象期間 

 2025年（令和７年）１月～12月 

 但し、医療施設等調査は 2026年（令和８年）４月１日現在 


